
警
視
庁
が
自
転
車
事
故
の
防
止
を
目
的
に

自
転
車
安
全
ル
ー
ト
推
奨
マ
ッ
プ
を
作
成

２
０
０
４
年
以
降
、
自
転
車
の
交
通
事
故
件
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
交
通
事
故
全
体
に
占
め
る
割
合

は
20
・
９
％
と
10
年
前
の
１
・
12
倍
と
な
っ
て
い
ま

す
（
図
１
）。
自
転
車
の
事
故
の
内
訳
を
み
る
と
、
自
転

車
と
ク
ル
マ
の
事
故
は
減
少
し
て
い
ま
す
が
（
図
２
）、

自
転
車
と
歩
行
者
の
事
故
発
生
件
数
は
２
０
０
０
年

が
１
８
２
７
件
だ
っ
た
の
に
対
し
、
２
０
１
０
年
は

２
７
６
０
件
で
あ
り
、
10
年
前
と
比
べ
て
約
１
・
５
倍

に
増
加
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
警
察
庁
は
２
０
１
１
年
10
月
25

日
に
良
好
な
自
転
車
交
通
秩
序
の
実
現
を
図
る
た
め
、

自
転
車
に
係
る
総
合
対
策
を
発
表
し
、
全
国
の
警
察
に

通
達
し
ま
し
た
。
そ
の
考
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
次
の

通
り
で
す
。

「
車
道
を
通
行
す
る
自
転
車
の
安
全
と
歩
道
を
通
行

す
る
歩
行
者
の
安
全
の
双
方
を
確
保
す
る
た
め
、
自
転

車
は
『
車
両
』
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
す
べ
て
の
者
に

徹
底
さ
せ
る
」「
自
転
車
本
来
の
走
行
性
能
の
発
揮
を

求
め
る
自
転
車
利
用
者
に
は
、
歩
道
以
外
の
場
所
を
通

行
す
る
よ
う
促
進
す
る
」「
自
転
車
専
用
の
走
行
空
間

の
整
備
と
、
普
通
自
転
車
歩
道
通
行
可
の
交
通
規
制
の

実
施
場
所
の
見
直
し
を
行
う
」

つ
ま
り
、
自
転
車
は
車
両
で
車
道
走
行
で
あ
る
こ
と

を
改
め
て
徹
底
す
る
こ
と
を
通
達
し
た
の
で
す
。

こ
の
通
達
を
受
け
て
、
全
国
の
各
警
察
は
様
々
な
取

特集

自転車安全ルート推奨マップは本当に安全か
2011年11月24日、警視庁は都内の交通事故全体に占める自転車の事故の割合が増加傾向
にあるため、ホームページで「自転車安全ルート推奨マップ」の公開を開始しました。このマッ
プは、警察庁が全国の警察に対して通達した「良好な自転車交通秩序の実現のための総合対策」
に呼応して公開が開始されました。しかし、この推奨ルートの設定において、同通達の大前
提となっている「自転車は車道走行」という原則が生かされ、自転車の安全が確保されてい
るのでしょうか。そこで第一号として公開された、成城警察署が管轄する烏山北自転車等駐
車場～日本女子体育大学のルートを実際に走行し、探ってみました。
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図1　自転車の交通事故件数と構成比の推移

出典：警察庁交通事故統計

図2　自転車対クルマの事故発生件数の推移

出典：警察庁交通事故統計

図3 自転車対歩行者の事故発生件数の推移

出典：警察庁交通事故統計
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に
対
し
て
36
・
２
％
と
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
た
め
で

す
。
今
後
、
東
京
都
内
に
１
０
２
カ
所
あ
る
各
警
察
署

が
独
自
に
、
管
轄
内
に
あ
る
学
校
や
官
公
庁
、
商
業
施

設
な
ど
と
最
寄
り
の
主
要
駅
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
中
か

ら
、
利
用
者
の
多
く
が
利
用
す
る
ル
ー
ト
（
警
視
庁
は

通
常
ル
ー
ト
と
記
載
）
と
自
転
車
安
全
推
奨
ル
ー
ト
を

順
次
提
案
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
安
全
ル
ー
ト
推
奨
マ
ッ
プ
を
取
材

２
０
１
２
年
２
月
27
日
現
在
、
警
視
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
「
自
転
車
安
全
ル
ー
ト
推
奨
マ
ッ
プ
」
が
公
開

さ
れ
て
い
る
の
は
世
田
谷
区
の
成
城
警
察
署
の
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
烏
山
北
自
転
車
等
駐

車
場
〜
日
本
女
子
体
育
大
学
の
「
自
転
車
安
全
ル
ー
ト

推
奨
マ
ッ
プ
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
通
常
ル
ー
ト
と
推

奨
ル
ー
ト
の
両
方
を
実
際
に
走
行
し
、
そ
の
安
全
性
に

つ
い
て
検
証
。
自
転
車
や
歩
行
者
、
ク
ル
マ
の
通
行
量

が
増
え
る
朝
の
通
学
時
間
帯
に
行
き
、
京
王
線
千
歳
烏

山
駅
側
の
始
点
と
な
る
烏
山
北
自
転
車
等
駐
車
場
か

ら
日
本
女
子
体
育
大
学
方
向
を
走
っ
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
ル
ー
ト
マ
ッ
プ
を
確
認
す
る
と
、
始
点
の
烏
山

北
自
転
車
等
駐
車
場
か
ら
甲
州
街
道
（
国
道
20
号
線
）

の
烏
山
総
合
支
所
入
口
交
差
点
ま
で
（
図
４
の
Ａ
〜
Ｂ

区
間
）
は
通
常
・
推
奨
と
も
に
同
じ
ル
ー
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
住
宅
街
を
抜
け
て
旧
甲
州
街
道
（
Ａ
区
間
）

を
走
行
す
る
の
で
す
が
、
車
道
は
片
側
約
３
ｍ
の
２
車

線
道
路
で
歩
道
は
な
く
、
幅
約
１
ｍ
の
路
側
帯
の
み
の

た
め
、
車
道
に
は
人
、
自
転
車
、
ク
ル
マ
が
入
り
乱
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
約
１
５
０
ｍ
進
ん
だ
烏
山
総
合

図4　成城警察署の「自転車安全ルート推奨マップ」と取材ルート

出典：成城警察署が発表した自転車安全ルート推奨マップ」をもとに、編集部にて作成
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※A～Lの区間は、実際に走行したルート

〈通常ルート〉
歩道あり・ガードレールあり
路側帯あり・ガードレールあり
路側帯あり・ガードレールなし

〈推奨ルート〉
歩道あり・ガードレールあり
路側帯あり・ガードレールあり
路側帯あり・ガードレールなし
生活道路 歩道なし・路側帯なし

〈取材時に利用者が多かった区間〉
路側帯あり・ガードレールあり

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
東

京
都
を
管
轄
す
る
警
視
庁
が
、
２
０
１
１
年
11
月
24
日

か
ら
同
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
を
開
始
し
た
「
自

転
車
安
全
ル
ー
ト
推
奨
マ
ッ
プ
（
※
）」
に
注
目
し
ま

し
た
。

警
視
庁
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
こ
の
推
奨
マ
ッ
プ
を

公
開
し
た
の
は
、
東
京
都
内
の
交
通
事
故
全
体
に
占
め

る
自
転
車
の
事
故
の
割
合
が
、
全
国
平
均
の
20
・
９
％

※http://www.keishicho.metro.tokyo.jp/kotu/bicycle_map/bicycle_map.htm



支
所
交
差
点
を
左
折
し
て
烏
山
通
り
（
Ｂ
区
間
）
へ
と

入
り
ま
す
。
こ
の
烏
山
通
り
は
片
側
約
３
ｍ
の
２
車
線

道
路
で
、
バ
ス
通
り
で
も
あ
り
、
通
学
・
通
勤
時
間
帯

の
交
通
量
は
か
な
り
多
い
状
況
で
す
。
取
材
時
も
大
型

の
バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
通
行
が
多
い
た
め
、
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
に
交
じ
っ
て
走
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
写
真

①
）。
そ
こ
で
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
場
所

に
迂
回
ル
ー
ト
を
選
定
し
な
か
っ
た
の
か
成
城
警
察
署

に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
そ
の
部
分
（
Ａ
〜
Ｂ
区
間
）
に

関
し
て
、
危
険
な
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
駅
か
ら

烏
山
総
合
支
所
入
口
交
差
点
へ
行
く
に
は
、
他
の
迂
回

路
が
な
か
っ
た
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
状
、
時
速
40
㎞
で
あ
る
ク
ル
マ
の
速
度

規
制
を
下
げ
る
な
ど
、
ク
ル
マ
に
対
す
る
規
制
を
強
化

す
る
こ
と
で
、
自
転
車
走
行
の
安
全
性
は
高
ま
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
転
車
利
用
者
の
多
く
が
走
行
す
る

通
常
ル
ー
ト
を
３
区
間
に
分
け
て
走
行

烏
山
総
合
支
所
入
口
交
差
点
の
甲
州
街
道
を
横
断
す

る
と
、
こ
こ
か
ら
警
察
発
表
の
推
奨
マ
ッ
プ
は
通
常
ル

ー
ト（
烏
山
通
り
・
Ｃ
〜
Ｅ
区
間
と
逆
方
向
の
Ｆ
区
間
）、

推
奨
ル
ー
ト
（
Ｇ
〜
Ｋ
区
間
）
が
分
か
れ
て
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

●
通
常
ル
ー
ト
の
Ｃ
〜
Ｅ
区
間

最
初
に
、
通
常
ル
ー
ト
で
あ
る
烏
山
通
り
を
直
進
し

ま
し
た
。
烏
山
総
合
支
所
入
口
交
差
点
を
越
え
た
あ
た

り
（
Ｃ
区
間
）
は
、手
前
の
千
歳
烏
山
駅
側
（
Ｂ
区
間
）

と
車
道
幅
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
ク
ル
マ
の
通
行
量
が

少
な
い
た
め
、
自
転
車
の
車
道
走
行
は
さ
ほ
ど
危
険
を

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
付

い
た
幅
２
ｍ
の
路
側
帯
に
よ
っ
て
歩
行
者
と
分
離
さ
れ

て
い
る
た
め
、自
転
車
は
順
当
な
速
度
で
走
れ
ま
す（
写

真
②
）。

し
か
し
、
昭
和
大
学
附
属
烏
山
病
院
付
近
か
ら
状
況

は
一
変
し
ま
す
（
Ｄ
区
間
）。
日
本
女
子
体
育
大
学
方

向
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
な
い
幅
約
１
ｍ
の
路
側
帯
の
み

と
な
り
、
所
々
に
電
柱
が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、
歩

行
者
が
し
ば
し
ば
車
道
へ
は
み
出
て
き
ま
す
（
写
真

③
）。
こ
の
た
め
、
片
側
約
３
ｍ
の
道
路
幅
に
歩
行
者
、

自
転
車
、
ク
ル
マ
が
混
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
ク
ル
マ

や
歩
行
者
の
通
行
が
多
い
通
学
時
間
帯
は
危
険
度
が
ア

ッ
プ
し
ま
す
。
こ
の
場
所
（
Ｄ
区
間
）
で
は
、
ク
ル
マ

と
自
転
車
の
事
故
が
毎
年
数
件
発
生
し
て
お
り
、
取
材

時
も
電
柱
に
事
故
の
目
撃
者
を
探
す
案
内
板
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
状
況
は
中
央
自
動
車
道
の
高
架
を
過
ぎ
た
後

（
Ｅ
区
間
）
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
高
架
を
過

ぎ
て
約
２
５
０
ｍ
進
ん
だ
交
差
点
を
左
折
す
る
と
、
目

的
地
で
あ
る
日
本
女
子
体
育
大
学
が
あ
り
ま
す
。

結
果
、
通
常
ル
ー
ト
を
自
転
車
で
走
行
し
た
場
合
の

烏
山
北
自
転
車
等
駐
車
場
〜
日
本
女
子
体
育
大
学
の
距

離
は
約
１
・
４
㎞
で
、
所
要
時
間
は
約
８
分
で
し
た
。

●
通
常
ル
ー
ト
千
歳
烏
山
駅
方
向
の
Ｆ
区
間

通
常
ル
ー
ト
の
逆
方
向
で
あ
る
、
日
本
女
子
体
育
大

学
か
ら
千
歳
烏
山
駅
方
向
に
つ
い
て
も
、
自
転
車
で
走

行
し
て
み
て
気
に
な
る
点
が
あ
り
ま
し
た
（
Ｆ
区
間
）。

こ
の
方
向
は
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
付
い
た
歩
道
が
あ
る

た
め
歩
行
者
が
車
道
に
は
み
出
し
て
く
る
心
配
は
な

く
、
自
転
車
は
安
心
し
て
走
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
、
一
部
区
間
は
車
道
に
電
柱
が
50
㎝
以
上
飛
び
出

写真①　支所入口交差点付近は車道が狭く、追い越しも禁止されている
ため、写真のように自転車がトラックとバスに交じって走行することになる

写真②　Ｃ区間は、クルマの通行量が少なく、自転車本来の速度
で車道を通行できる。ガードレールで仕切られた路側帯があるため、
歩行者が車道に出てくる心配もない

写真③　Ｄ区間に入るとガードレールがなくなり、狭い路側帯のみ
となるため、車道上に歩行者、自転車、クルマが混在する
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し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
自
転
車
は
電
柱

を
避
け
な
が
ら
走
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
通
り
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
黄
色
い
線
で
す
。
基

本
的
に
、
ク
ル
マ
は
車
線
か
ら
は
み
出
し
て
追
い
抜
き

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
烏
山
通
り
の
制

限
速
度
は
時
速
40
㎞
の
た
め
、
自
転
車
と
ク
ル
マ
で
は

時
速
20
㎞
以
上
の
速
度
差
が
あ
り
、
追
い
抜
か
れ
る
瞬

間
は
危
険
を
感
じ
ま
す
。
軽
自
動
車
や
普
通
自
動
車
な

ら
ば
、
反
対
車
線
に
は
み
出
さ
ず
に
自
転
車
を
追
い
越

す
こ
と
は
可
能
で
す
が
、
幅
が
広
い
大
型
の
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
で
は
、
反
対
車
線
に
は
み
出
し
て
無
理
に
追
い

越
し
を
す
る
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
（
写
真
④
）。

警
察
が
利
用
促
進
す
る
推
奨
ル
ー
ト
を

５
区
間
に
分
け
て
確
認

次
に
、
成
城
警
察
署
が
発
表
し
た
推
奨
ル
ー
ト
を
検

証
し
て
い
き
ま
す
（
Ｇ
〜
Ｋ
の
区
間
）。

●
歩
道
上
の
走
行
を
推
奨
す
る
Ｇ
区
間

甲
州
街
道
の
烏
山
総
合
支
所
入
口
交
差
点
を
横
断
す

る
と
、
す
ぐ
に
左
折
し
て
約
１
０
０
ｍ
先
の
路
地
を
右

折
し
て
生
活
道
路
へ
と
進
入
し
ま
す
。

つ
ま
り
、
烏
山
総
合
支
所
入
口
交
差
点
か
ら
路
地
に

入
る
ま
で
の
区
間
（
Ｇ
区
間
）
は
、
車
道
で
は
な
く
甲

州
街
道
の
歩
道
が
ル
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
推

奨
マ
ッ
プ
に
は
、
甲
州
街
道
の
支
所
入
口
交
差
点
付
近

は
歩
道
を
徐
行
す
る
と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
自
転
車

の
車
道
走
行
を
徹
底
さ
せ
て
い
く
と
い
う
警
察
が
、
徐

行
と
は
い
え
自
転
車
の
歩
道
走
行
を
推
奨
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
不
思
議
で
す
。
し
か
も
、
こ
の
部
分
の
歩
道

は
幅
約
３
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
街
路
樹
が
あ
る
た

め
実
際
の
有
効
幅
は
約
２
ｍ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
（
写
真

⑤
）。
こ
こ
を
歩
行
者
、
両
方
向
に
進
む
自
転
車
が
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
朝
夕
の
通
勤
・
通
学
時

間
帯
は
歩
行
者
と
自
転
車
が
錯
綜
し
て
、
と
て
も
安
全

と
は
言
え
な
い
状
況
で
し
た
。

●
生
活
道
路
で
狭
い
路
地
が
多
い
Ｈ
区
間

推
奨
ル
ー
ト
に
従
い
歩
道
を
徐
行
し
て
甲
州
街
道
を

右
折
す
る
と
、
狭
い
生
活
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
（
Ｈ

区
間
）。
こ
の
区
間
は
、
通
学
・
通
勤
時
間
帯
の
平
日

７
時
30
分
〜
９
時
ま
で
自
転
車
を
除
く
車
両
の
進
入
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ
る
た
め
ク
ル
マ
は
通
り
抜

け
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
自
転
車
対
ク
ル
マ
の

危
険
度
は
低
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
生
活

道
路
で
あ
る
た
め
対
歩
行
者
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

取
材
時
も
、
こ
の
先
に
あ
る
給
田
小
学
校
の
児
童
や
日

本
女
子
体
育
大
学
の
学
生
が
、
約
３
〜
４
ｍ
の
車
道
幅

い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
歩
い
て
い
ま
し
た
（
写
真
⑥
）。

ま
た
、
交
差
す
る
狭
い
路
地
が
多
い
た
め
見
通
し
は
悪

写真④　千歳烏山駅方向に向かう烏山通りは、車道に電柱が点在
している。車道の中央側に寄った自転車を追い越すため、バスは反
対車線にはみ出している

写真⑤　自転車安全ルート推奨マップでは、支所入口交差点から
甲州街道の歩道を徐行するように書かれている。しかし、歩道に
は充分な空間が確保されていない

写真⑥　生活道路の車道幅は約3～4m。学校へ向かう歩行者が多い
ため、道幅いっぱいに広がって歩く人の間を自転車が抜けていくことに
なる

写真⑦　推奨ルートは住宅街を抜けていくため、狭い路地が多く、曲
がり角では死角が増えてしまう。そのため自転車は徐行走行が基本と
なる



く
、自
転
車
通
行
の
際
に
は
徐
行
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

路
地
か
ら
歩
行
者
や
自
転
車
が
飛
び
出
し
て
く
る
心
配

も
あ
る
の
で
、
自
転
車
本
来
の
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
（
写
真
⑦
）。

●
通
学
路
の
走
行
を
推
奨
す
る
Ｉ
区
間

生
活
道
路
を
抜
け
る
と
、
給
田
小
学
校
、
世
田
谷
泉

高
校
が
あ
り
、
児
童
や
生
徒
の
通
学
路
に
な
っ
て
い
ま

す
（
Ｉ
区
間
）。
こ
の
付
近
の
車
道
幅
は
約
５
ｍ
で
、

片
側
に
の
み
２
ｍ
の
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
（
写
真
⑧
）。
し
か
し
、
世
田
谷
泉
高
校

前
を
過
ぎ
る
と
歩
道
は
ク
ル
マ
よ
け
の
鉄
製
ポ
ー
ル
が

あ
る
路
側
帯
に
変
わ
り
ま
す
（
写
真
⑨
）。
そ
し
て
、

最
後
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
ポ
ー
ル
も
な
い
幅
１
ｍ
の
狭

い
路
側
帯
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
⑩
）。
こ
の

た
め
、
登
校
す
る
児
童
の
す
ぐ
横
を
自
転
車
が
駆
け
抜

け
て
い
く
危
険
な
光
景
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

●
高
架
下
の
歩
道
走
行
を
推
奨
す
る
Ｊ
区
間

Ｊ
区
間
は
、
進
行
方
法
が
わ
か
り
に
く
い
場
所
と
な

っ
て
い
ま
す
。（
図
５
）。
こ
こ
は
、
直
進
で
き
る
道
路

が
な
い
た
め
、
日
本
女
子
体
育
大
学
方
向
に
進
む
場
合

は
、
交
差
点
か
ら
少
し
ず
れ
た
位
置
に
あ
る
高
架
下
の

通
路
（
歩
道
）
を
通
行
す
る
よ
う
、
マ
ッ
プ
上
で
指
示

さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
⑪
）。
し
か
し
、
通
行
方
法
や

注
意
事
項
な
ど
は
一
切
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
こ
の
場
所
の
通
行
方
法
に
つ
い
て
警
察
に
確
認
し

て
み
る
と
、「
千
歳
烏
山
駅
方
向
か
ら
き
た
自
転
車
は

右
側
に
横
断
し
て
高
架
沿
い
の
道
路
の
歩
道
（
図
５
の

①
）
に
上
が
り
、
歩
道
か
ら
歩
行
者
用
の
信
号
に
従
っ

て
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
す
。
そ
し
て
、
高
架
下
の
歩
道

（
図
５
の
②
）
を
経
由
し
て
日
本
女
子
体
育
大
学
側
の

歩
道
（
図

５
の
③
）

に
渡
り
、

そ
の
ま
ま

歩
道
を
通

行
。
歩
道

を
出
た
後

は
、
車
道

を
横
切
っ

て
右
折
し

ま
す
（
図

５
の
④
）」
と
い
う
回
答
で
し
た
。
ま
た
、「
歩
道
内
は

乗
車
し
た
ま
ま
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が
、
も
し
歩
行
者

が
い
た
場
合
に
は
、
自
転
車
を
降
り
て
押
し
て
歩
い
て

下
さ
い
」
と
い
う
説
明
で
し
た
。

写真⑧　世田谷泉高校の正門付近は、クルマよけの鉄製ポールのある
歩道が、片側にのみ設置されている　

写真⑨　世田谷泉高校を過ぎると、歩道は鉄製のポールが立てられ
た路側帯に変わる　

写真⑩　推奨ルートには、小学校の通学路も含まれている。このため、
児童のすぐ横を自転車が猛スピードで駆け抜けていくこともあった

写真⑪　推奨ルートでは、中央高速の高架下は矢印の
ように、高架下の歩道を通行するよう指示されている

●
烏山通り⇒

日本女子体育大学⇒

①

②

③
●④

図 5　高架下の道路の通行方法 

高架下歩道

歩道・自転車通行可

歩道・自転車通行可

写真⑫

写真⑪
撮影方向

撮影方向



自転車安全ルート推奨マップは本当に安全か
特
集

し
か
し
、
日
本
女
子
体
育
大
学
側
の
歩
道
（
図
５
の

③
）
は
、電
柱
や
街
路
樹
が
あ
る
た
め
有
効
幅
は
約
１
・

５
ｍ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
多
く
の
自
転
車

が
歩
道
の
歩
行
者
を
避
け
る
た
め
、
車
道
を
通
行
し
て

い
ま
し
た
（
写
真
⑫
）。
こ
の
よ
う
な
自
転
車
の
通
行

が
困
難
な
狭
い
歩
道
を
、
何
の
対
策
も
せ
ず
に
推
奨
ル

ー
ト
と
す
る
の
は
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
高
架
下
を
抜
け
た
道
路
（
Ｋ
区
間
）
の
先
に
日

本
女
子
体
育
大
学
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
推
奨
ル
ー
ト
を

自
転
車
で
走
行
し
た
場
合
の
烏
山
北
自
転
車
等
駐
車
場

〜
日
本
女
子
体
育
大
学
の
距
離
は
約
１
・
７
㎞
で
、
所

要
時
間
は
約
12
分
で
し
た
。

●
生
活
道
路
を
避
け
た
利
用
者
が
多
い
Ｌ
区
間

実
際
に
現
場
へ
行
っ
て
気
に
な
っ
た
の
が
、
推
奨
ル

ー
ト
の
歩
行
者
が
多
い
生
活
道
路
（
Ｈ
区
間
）
を
避
け

て
、
烏
山
通
り
か
ら
左
折
し
て
世
田
谷
泉
高
校
前
の
道

路
に
合
流
す
る
区
間
を
走
行
す
る
自
転
車
が
多
か
っ
た

点
で
す
（
Ｌ
区
間
）。
こ
の
Ｌ
区
間
は
交
差
す
る
路
地

が
少
な
く
、
ポ
ー
ル
と
チ
ェ
ー
ン
で
路
側
帯
と
車
道
は

仕
切
ら
れ
て
お
り
、
生
活
道
路
の
よ
う
に
自
転
車
が
徐

行
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
（
写
真
⑬
）。
こ
の
た
め
、

狭
く
て
分
か
り
に
く
い
生
活
道
路
を
通
す
の
で
は
な

く
、
多
く
の
人
が
利
用
す
る
区
間
を
推
奨
ル
ー
ト
に
す

る
こ
と
も
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

安
全
に
疑
問
の
残
る
ル
ー
ト
設
定

　

今
回
、
実
際
に
通
常
ル
ー
ト
と
推
奨
ル
ー
ト
の
両
方

を
走
行
し
て
み
ま
し
た
が
、距
離
は
推
奨
ル
ー
ト
約
１
・

７
㎞
に
対
し
て
通
常
ル
ー
ト
は
約

１
・
４
㎞
。
所
要
時
間
は
、
推
奨

ル
ー
ト
約
12
分
に
対
し
て
通
常

ル
ー
ト
は
約
８
分
で
し
た
。
つ
ま

り
、
距
離
、
時
間
を
考
え
れ
ば
通

常
ル
ー
ト
の
方
が
自
転
車
走
行
に

適
し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
成
城
警
察
署
は
通
常

ル
ー
ト
に
つ
い
て
「
烏
山
通
り
は

車
両
通
行
量
が
多
く
自
転
車
走
行

は
危
険
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
女
子
体

育
大
学
や
住
民
と
何
度
も
協
議
を

重
ね
、
実
際
に
自
転
車
で
走
る
な

ど
現
地
調
査
を
何
度
も
行
っ
て
、

今
回
の
自
転
車
安
全
ル
ー
ト
推
奨
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た

そ
う
で
す
。
当
然
、
警
視
庁
の
チ
ェ
ッ
ク
も
受
け
て
お

り
、
何
度
も
修
正
を
繰
り
返
し
て
公
開
で
き
た
と
言
い

ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
１
年
６
月
に
内
閣
府
が
発
表

し
た
「
平
成
23
年
版
交
通
安
全
白
書
」
に
よ
れ

ば
、
生
活
道
路
に
お
け
る
自
転
車
の
死
傷
事
故
件
数

（
10
万
１
３
５
８
件
）
は
、幹
線
道
路
（
５
万
５
０
０
７

件
）
の
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー

タ
が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
今
回
発
表
さ
れ
た
自
転
車

安
全
ル
ー
ト
推
奨
マ
ッ
プ
は
、
生
活
道
路
へ
の
自
転
車

流
入
を
警
察
が
促
進
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結

果
、
自
転
車
対
ク
ル
マ
の
事
故
は
減
少
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
自
転
車
対
自
転
車
、
自
転
車
対
歩
行
者
の

事
故
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
れ
よ
り
も
、
歩
道
や
路
側
帯
へ
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
設

置
、
追
い
越
し
禁
止
区
間
で
の
ク
ル
マ
の
無
理
な
追
い

越
し
に
対
す
る
指
導
、
ク
ル
マ
の
法
定
速
度
を
下
げ
る

な
ど
の
対
策
の
ほ
う
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
を
せ
ず
に
、
こ
れ
ま
で
事
故
が
起
き
て
い
な
い
と
い

う
理
由
だ
け
で
、
生
活
道
路
や
通
学
路
が
含
ま
れ
た
ル

ー
ト
に
自
転
車
を
誘
導
し
、
さ
ら
に
「
自
転
車
は
車
道
」

と
い
う
大
前
提
に
反
し
て
ま
で
、
推
奨
ル
ー
ト
と
す
る

こ
と
は
疑
問
が
残
り
ま
す
。

警
察
が
安
全
な
ル
ー
ト
と
し
て
推
奨
を
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
自
転
車
を
幹
線
道
路
か
ら
追
い
出
す
の
で
は
な

く
、多
く
の
人
が
利
用
す
る
幹
線
道
路
（
通
常
ル
ー
ト
）

に
対
策
を
施
し
、
自
転
車
が
安
全
に
走
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写真⑫　高架沿いの道路では、矢印のように警察は歩道通行を推奨してい
る。しかし、歩道の幅が狭いため、取材時には車道を通行する自転車同士
が、信号待ちをするクルマの横で、錯綜していた

写真⑬　昭和大学病院付近から推奨ルートに合流する道は、ポールとチ
ェーンにより歩行者と分離されている


